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近年、z > 6で、Mbh > 109Msunの超巨大 BHをもつようなQSOsが多数観測されているが、これらの超巨大
BHが合体によって成長したのか、ガス降着によって成長したのか、その形成過程は現在のところ解明されていな
い。その起源として初代星残余物の種 BHを仮定した場合、ガスの質量降着だけでは観測されている質量に成長
することは難しいことが、先行研究により示唆されている。よって、BHの合体による成長を考える意味がある。
第一世代天体の頃はガスが豊富であり、またガスによる力学的摩擦の効果が BH合体に対して有意に効く可能

性が先行研究で示唆されている。一方で、3体以上のBHを持つ系における、ガスの力学的摩擦を考慮したBHの
合体過程の研究はこれまでに行われていない。よって、本研究ではガスが豊富な原始銀河を想定し、ガスによる
力学的摩擦の影響を考慮した、複数BHの合体過程の研究を行った。そしてガス降着が強く効く (輻射の影響を考
慮したホイル－ リットルトン降着で降着率を与えた)場合、効かない場合、その中間の 3パターンを調べた。他に
サーベイするパラメーターは、ガス密度、BH密度、BH質量、粒子数、ガス温度とした。
結果として、ガス降着が効かない場合には、100 Myrで多数の BHが合体できるパラメーターが現実的なパラ

メーター領域内に存在することが明らかになった。一方、ガス降着が強く効く場合には、力学的摩擦により合体
するよりもガスが全て降着するほうが多くのパラメーターにおいて早いという結果となった。


